
ネyブクール麻酔時における呼吸掛 よ非常に小さく.

正常な雌 を示しているとは考えられない｡呼欠抹W1時

に,呼吸数が少く,弱く,マスクの弁が毘いため,呼吸

田文馴こおちいるものもあった｡

このような柄穴からみて,測定班のちらはりは,サル
をならすことと,拡搾,郡市にマスクをあてるのではな

い-方法で呼気を抹3L!{･きれは,mTJ定位のちらはりを.よ

り少くすることができるのではなかろうか｡

寒冷環境におけるニホンザルの適応性に

ついて (その2)

朝 日 稔

(武梓川女子大 ･家政 ･生物)

ニホンザルは人間を除く詔艮mではもっとも北部に生

息していて,とくに嘩冷串にはきびしい栄光条件のもと

に生存している.FI雪地域では,カPI) 一的にはほとん

ど無価値に近い食物に依存し,しかもその休弧を維持す

るには困難な琴冷環境にさらされている.

そこで,この他帯のこホンザルの食生活を,柴並生魚疑

学的に検討することは,正長塀のなかでの=ホンザルの

生態学的位位づけのみ{･なく,栄先学の両では等冷耶姥

での適応といった両でも盃要な意味をもつと思われる｡

械雪地のみでなく,一般にニホンザルが欠金時にその

生活を維持するためのエネルギ-パヲyスは.次の株式

で与えられる｡

A.生活消焚カロt)-
=純折取カPI)-+苦節脂肪による補充カP1)-

ここで,純摂取カロリーは

a.約m取カロ1)-
-食物含有カロI)- 一 排出物カPI)-

として与えることができる｡

そこでこれらの各項目について,測定可能なものは測

定し,不可能なものについては推定の方法を考えて推定

し,このエネルギーパヲソスが成立しているかどうかを

枚討することとした｡

生活消費力ロ1)-については,ニホンザルのBMが原

によって 36kcal/hr.m2 と測定されているのでそれを

用いて,1頭当り20kcal/hrという数字がえられる｡

これから,RMRと労働時間を観察により推定し,さら

に琴冷のための係数を1.5と考えることによって,必努

力ロ1)-として計井できる｡ここでは,文のフィ-JI,ド

ノ-I.によって,次の例なえた｡

行 動 RMR 時 間 カロリー
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金物分布カpl) -については.別に発泡するが,ポン

プカt7I)-メーターによりてこホンザJt,の郡日時の金物

の保有カt]1)-を虹掛 こ測近し,その折取皿を放熱こよ

り推定した｡その桔nt.1日当り1珊 1030kcalを採企

していることとなった｡排山物保有カロリーは下北半凪

で採取した,斑雪時の苅6仲は ポンプカtlI)-メ-ク-

で正接測定した結果,平均して1日1頭当り,30kcal

が排山されていることとなる｡その弟として,1日の純

朽取カロリ-はおおよそ 1000kcalと考えられる｡

文の1965年より66年の料 こいたる記掛 こよれは,下北

-半･瓜のニホyザルは,積雪時に平均して約2,0009やせ

てしまう｡ この体正減少をすべて苛税脂肪の机欠と考

え'月日肋19当り9kcalが放出されるものとすると,

桝雪期90日脚こ, 1日当りlWt200kcalがal桝脂肪に

より椛給されていることになる.

ここで原初の仮定にもどって考えると.これらの数倍

を,式A.Bに入れると次のようになる｡
A:1100-1000+200

B:1000-1030-30

したがって,測淀の結果は,この仮定が十分でないに

せよ,一応満足すべきものとして満たされていることと

なる｡

ただ,この計井には多くの推定位が含まれている｡し

かもそのうちには十分な根拠のない位もあるので,さら

に検討を誼ねる必要があると思う｡
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+約47回日本生理学会松虫.1970年児浜

祝光速合切 (18,19野)が迎合線維によって連絡して

いる皮fI野は,隣接の17町は勿論のこと前頭前野,成文

及び運動の迎合弧 及び島蚊は何頭薬下部等が記砥され

ている (Polyak,1968)｡この視覚迎合問は数多くの虎

穴下核とも連絡があり機能的にはまた polysensoryの
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